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第 1 節 スポーツを通じた国際協力の台頭 
スポーツを通じた国際協力とは，国際的な社会課題解決のためにスポーツの力を活用し
ようとする取組みである（Coalter，2010）．この活動は，2000 年以降に国際連合（以下「国
連」と略す）によって『開発と平和を後押しするためのスポーツ（Sport for Development 






















































者に対する見方の変容，社会参加の促進という期待が持たれている（Sport for Development 































Committee of the Red Cross，online）． 
諸外国政府の取組みとしては，オーストラリア政府の事例が挙げられる．オーストラリア












ある JICA（Japan International Cooperation Agency：国際協力機構）の青年海外協力隊事業
が，途上国に対するスポーツ支援事業の中心的な役割を担ってきた．障害者スポーツに関連
する事業は，数こそ多くはないが，体育や養護教育，あるいはスポーツ振興支援の一環とし































































































































Assistance Committee：DAC）が DAC 援助受取国・地域リストに認定されている国とした． 
 



















































































































































































































1． 途上国における障害者スポーツのスポーツ施策化に影響する要因は何か（研究 1）． 
2． 途上国におけるパラアスリートの養成に影響する要因は何か（研究 2）． 
 






















ある ASEAN Para Sports Federation（以下「APSF」と略す）が設立されている．ASEAN 














研究 2 の対象国はパラリンピックの出場選手数を基に選定を行った．ASEAN におけるパ
ラリンピック出場実績は表 1 の通りである（表 1）．IPC が IOC との協力関係を構築しは
じめた 2000 年以降の動向をみると，先行研究で示されている通り，ASEAN 全体としても
ゆるやかにパラリンピックの参加度合いを高めているといってよい．しかし他国と比較す








































シンガポール - - - - 8 4 3 3 7 6 8 13
ブルネイ - - - - - - - - - - - 1
マレーシア 4 - - - 14 10 6 10 19 11 22 19
タイ - - - 4 10 5 7 41 43 40 49 45
インドネシア - 12 15 8 19 - 1 4 3 3 4 9
フィリピン - - - - 4 - - 2 2 3 9 5
ベトナム - - - - - - - 2 4 8 11 11
ラオス - - - - - - - 2 - 1 1 1
ミャンマー - - - - - 1 - - - 3 2 2
カンボジア - - - - - - - 11 2 1 1 1




























第 2 節 マレーシアにおける障害者スポーツの概要 
マレーシアにおける障害者スポーツの歴史的な変遷については Khoo（2011）に示されて
いる．マレーシアでは，1982 年から 2 年に一度障害者スポーツの総合競技大会を開催して
おり，1996 年からは”Malaysian Paralympiad”と呼称されている．当初は，国内大会という
位置づけであったが，1990 年から 1996 年，2000 年は東南アジア周辺国を招待し，国際大
会として発展したことが示されている．”Malaysian Paralympiad“が国際化したことを契機









































































































































No† 所属†† 役職 インタビュー日
1 マラヤ大学 準教授 2017年9月17日
2 マレーシアパラリンピックカウンシル 事務局長 2018年2月13日および7月8日
3 マレーシアパラリンピックカウンシル 選手強化育成担当マネージャー 2018年2月13日および7月8日
4 マレーシア車いすバスケットボール連盟 会長 2018年2月14日
マレーシアパラリンピックカウンシル 理事
5 マレーシアスポーツカウンシル 科学センター職員 2018年2月15日
6 マレーシアスポーツカウンシル ブラインドスポーツ担当職員 2018年2月13日
7 FESPIC連盟 事務局長 2018年4月17日
8 マレーシアスポーツカウンシル 職員・コーチ 2018年7月8日








































































第 4 節 結果 
4．1．政策サブシステム内のアクター 
研究対象事例における政策サブシステム内のアクターは，非障害者スポーツ政策と同等
の待遇改善を求める MPC を中心に形成される唱道グループ A，全般的な障害者の生活など
福祉政策を所管する国家統一社会開発省社会福祉局（移管時は女性・家族・コミュニティ開
発省）が形成する唱道グループ B，スポーツ政策の所管である青年スポーツ省が形成する唱
道グループ C が設定された． 
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年から全国障害者スポーツ大会が開催されていたが，MPC 設立後に行われた 1990 年大会
では，東南アジアの周辺諸国も招聘することとなり，以降も招聘は継続された．また大会創
始から，水泳と陸上 2 競技しか含まれていなかったが，1998 年大会では，14 競技まで対象
競技を拡大させ，より多くの障害種や競技種目を包含するに至った．国内大会のみならず，
周辺諸国が集う国際競技大会の開催機会の増加により，各種大会を目標とした選手強化と
全国的な普及活動に取り組むこととなった．のちに ASEAN Para Games を恒常的に行うた































































1999 年 FESPIC 開催国であるタイも，アジア競技大会を開催する計画にあり，合わせて









心的なものであった．唱道グループ A は，FESPIC 連盟が参加国から登録料を徴収してお
り，その資金を大会組織委員会に拠出することが決定していた点，競技施設については 1998




















プ A および C にとって，FESPIC 開催準備を進める重大な推進要因かつ政策的な資源を失












他方，2006 年の FESPIC 大会では，金メダル 44 個，銀メダル 59 個，銅メダル 71 個を
獲得し，大会参加史上最多の獲得数を残し，競技成績の面で公的資金を投入するひとつのア
カウンタビリティを示した．当時のマレーシアにとって，FESPIC は障害者スポーツに特化































































































特に，唱道グループ A と唱道グループ C 間の関係性は，マレーシア政府において，FESPIC
やパラリンピックが国家の競技力をアピールする機会として捉えられるようになり，変化









この結果，IPC の傘下に APC が組み込まれ，アジアパラ競技大会は，パラリンピック出場
を左右する大会として位置づけられることとなった．アジアパラ競技大会の創設に伴い，そ

















































































































注 6）The Southeast Asian Games（SEA Games）は，2 年に一度東南アジア 11 カ国におい




際総合競技大会である。実施競技には、障害者スポーツも含む。詳細は The Commonwealth 
Games Federation 公式ウェブサイトを参照のこと．  
51 
 










































第 3 節 方法 
3．1．調査方法 
研究２の目的を達成するために文献調査，タイ現地における聞き取り調査，フィールドワ





























対象者 7 名に，1 対 1 の半構造化面接調査を実施した．事前に作成した研究依頼書を用い
て本研究の趣旨やプライバシーへの配慮について説明を行い，データは研究以外の目的で
No 所属††† 役職 年代 性別 国籍
10 ASEAN Para Sport Federation　 会長 60代 男性 タイ
11 タイパラリンピック委員会 委員長 50代 男性 タイ
12 タイパラリンピック委員会 国際渉外担当 30代 女性 タイ
13 障害者スポーツ協会 委員 50代 男性 タイ























































































































第 4 節 結果 
以上の分析の結果，2000 年以降のタイのパラリンピック出場選手数増加に影響を与えた




















































2000 年シドニー大会以前は IOC と IPC は，公式な形で連携することはなく，パラリン
ピック開催においてはすべて IPC がその管理・運営を担っていた（Legg and Steadward，
2011）．それゆえ，大会開催の費用を賄うために，参加国は渡航費とは別に大会参加費を
IPC に対して支払う必要があった．しかし，IOC と IPC の連携協定締結後，パラリンピッ














タイは 1999 年に FESPIC を自国開催している．この FESPIC は，タイで開催する史上初
の障害者スポーツの国際大会となった．1999 年大会において，金メダル 65 個，銀メダル



























上記の発話にあるように，1999 年の FESPIC 開催経験が，その後の国際競技大会の恒常
的開催につながっていることが明らかになった．ASEAN 諸国が参加する障害者スポーツ国
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